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2

夏の盛り。
共に志望校合格を目指す塾生たちが、燃えるような学習体験を積む夏期合宿。
全員がライバル。そして、全員が仲間。
塾生全員で合格を勝ち取るという気持ちを強く実感する、一大イベントです。
くじけそうになったとき、苦しくなったとき、
このすばらしい３日間を思い出し乗り切れるのです。
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夏休みの宿題でよく話題になる「自由研究」。
何をしようかとぼんやり考えていたら、もう数日で夏休みが終わってしまう……

なんて経験をした人もいるかもしれません。

でも、実は「自由研究」は、
自分の好きなテーマを深く掘り下げることのできる絶好の機会です。

このチャンスを、ぜひ有効活用してみませんか？

今回は、図工を中心に５種類の「自由研究」テーマをご紹介します！

自由研究
おすすめ

❶ ～ ❺

夏特集
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カラフルなお花を
育てる方法
自分だけのオリジナルの
カラーのお花を作ってみよう!

①　お花屋さんに売っているお花
　　 （かすみ草（白）が染まりやすいのでおすすめです）

③　花ビンやコップなどお花を飾る容器

②　文房具屋さんや 100 円ショップで売っているプリンターの補充インク
　　  ※色は混ぜて使えるので、何色かあると好きな色を作れます！

用意するのは3つの
み！

作り方

材料
①　ガーゼ

②　小さいお皿

材料

容器にインクを入れます。
（好きな色を作ろう！なるべく多くの
色の種類があると完成したときに
カラフルでステキです）

容器にお花を挿します。

※倒れないように注意！
　茎を下にして容器にお花
　を挿します。
※お花が上になるように！
　インクにお花を浸すわけ
　ではないので注意！

たった、それだけで OK です。
色のついた水を吸い上げるのでお花に色がつく仕組みになっています。
いろんな色のついたお花でカラフルな花束を作ることが出来ます。

※お花が白い服や、カバンに触れると着色する恐れがあるので、気をつけてください。

オリジナルハンカチの
作り方

作り方

すり鉢の中に色の濃い野菜を入れて、
すりこぎ棒ですりつぶします。

※複数の野菜を使う
　場合は色ごとに
　すりつぶしましょう。

次に準備したガーゼをなるべく細か
く折ります。

折ったガーゼの角に先程準備した
野菜の液を染み込ませます。

※角ごとに色を変えると
　カラフルになります。

すりつぶした物に水を少し
入れます。

③　ほうれん草や人参といった色の濃い野菜

④　すり鉢

４3

全ての角に染み込ませた後、
ガーゼを広げて乾かします。

一時間ほど乾かしたら
完成 !!!

65

2

2

１

１

⑤　すりこぎ棒

おすすめ自由研究 ①おすすめ自由研究 ②

同じガーゼの大きさでも③の折る回数を変更するだけで違う柄の大きさになる
ので試してみてください！

0405
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泥団子で惑星を
作ろう！

①　惑星の種類が載っている図鑑

②　粘り気のある土

③　きめが細かいかわいた土

④　水

⑤　絵の具

⑥　筆

⑦　下敷き

作り方

材料

デコボコのないキレイな丸の形になるま
で手のひらを使ってコロコロ転がし形を
整えていきます。

※いったんココで
　手を洗いましょう！

作った丸にかわいた細かい土をふりかけ
ていきます。余った土はこするようにし
て払います。これを何度か繰り返してい
きます。

※少し力を入れると
　硬さが出てしっかりとした
　球体が出来上がります。

作りたい惑星の数ができたら一時間ほど
乾かします。　

※直射日光は避けて風通しのいい
　場所で乾かそう。

乾いた球体を下敷の上でコロコロ転がし完成 ! ! !

※下敷を使うと静電気の効果でキレイに仕上がります。

7

絵の具を準備し、乾かした球体に絵を書
いていきます。できるだけ、絵の具には
水は入れないようにします。

※乾かした球体が水分を含むと
　こわれやすくなります。
※その後 30 分ほど
　乾かします。

作り方

粘り気のある土を水を含めながらドロド
ロになるまでこねていきます。

ドロドロになった土を
水分を切りながら団子
を作っていきます。

並べるとまるで、宇宙にきたような、惑星ができ上がります。
惑星以外にも好きな絵や色をつけてもステキです！

夏
特
集

夏
特
集

　星マスターになろう！

１ 2

3 4

5 6

おすすめ自由研究 ③

0607



オリジナル石鹸作り

作り方

材料

牛乳パックを切り、好きな
形（ハート）などの形をつ
くり、セロハンテープで止
めます。

簡単に出来る
月の動き観察

①　無添加の液体石鹸 300ml

②　塩　小さじ 1 杯

③　水　150ml

④　割りばし

⑤　牛乳パック

⑥　はさみ

⑦　セロハンテープ

2１

作った型に先程かき混ぜた液を流し
込みます。

一日置いた状態にしておくと段々と
固まってきます。完成 !!!

43

作り方

材料

月が見える窓に真っ白い紙を貼ります。 月の位置を上からなぞるように書きます。

①　紙 ②　ペン

2１

月の位置は日によって少しずつ変化があります。
毎日チェックすることによって月の動きを感じられます。
窓からはがすときはがれても大丈夫なように少し大きめ
の紙を使うと安心です。

ポイント

● 毎日同じ時間！
● 用紙は同じ位置に
　 貼ってなぞってい
　 きます

おすすめ自由研究 ④おすすめ自由研究 ⑤

せっけん

せっけん

液体石鹸に塩と水を
いれてかき混ぜます。

せっけん

オリジナル石鹸は意外と簡単！
水彩絵の具（アクリル絵の具は不可）を液体に入れて混ぜると、カラフルな石鹸が
できます。

せっけん

せっけん

0809
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水に関する知恵袋
（理科）編

マンホールの言葉の意味
英語の“man（人）”と“hole（穴）”を組み合わせた言葉です。
地下に埋められている設備を点検・管理するために人が出入りす
る穴のことです。

豆知識
☆マンホールの蓋は何故“丸”なのか？
→蓋が四角いと、蓋を開けたとき蓋が中へ落下してしまい、作業し
ている人を直撃する恐れがあります。
マンホールの穴は蓋よりも少し小さくしてあるので、丸い形なら穴へ
落ちることを防げます。
たまに四角いマンホールの蓋を見かけますが、それは多くの場合、
消火栓です。
マンホールと消火栓の違いを探してみるのもちょっとした冒険ですね。

マンホール

様々な用途で使用した水は海に流れた際、微生物などで分解されますが、油は違います。
一番の違いは油の中に含まれている成分が酸化し、水中の酸素を消化してしまい、本来分解
の力を発揮する微生物に影響がでてしまうことです。
そしてもう一つは大量に流すと冷えて固まり下水管が閉塞してしまう恐れがあります。
油を捨てる際はキッチンペーパーなどに染み込ませて、可燃ごみに捨てるようにしましょう。
これであなたも地球を守る救世主の一員！

なぜ油を水道管に流してはいけないのか。

よく“節水”という言葉を耳にするかと思います。
一体、日々の生活で水が何に使われ、どれくらいの量が使われてい
るか知っていますか？

水の使い道は大きく分けて４つ。
1.洗濯　2.お風呂・手洗い　3.食事関係　4.トイレ
そこで、自分たちが節水に協力できるのはどこかを考えてみましょう。
恐らく、すぐに出来るのは「2.お風呂・手洗い」ですよね！
シャンプーで頭を洗っているときはシャワーを止めて洗ったり、すすぐ
際はなるべく湯船の水を使ってみたりするのも効果的です。
また歯を磨く際、水を出しっぱなしにしていませんか？
歯を磨いているときは水を止めて、すすぐときのみ出すように
してみましょう！
みんなで使う水！今日から実践してみましょう！

君も節水マスターになれる！

小・・・小学生におすすめ 中・・・中学生におすすめ 高 ・・・高校生におすすめ

アンケートにお答え頂いた方から抽選で紹介した本をそれぞれ2名様ずつにプレゼントいたします。

先生からのおすすめ本

『
ラ
ン
』

森
絵
都　

著

株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

その他おすすめ本

①永遠の夏休み
折原みと 著／ポプラの森

②とんび
重松清 著／角川文庫

③秘密
東野圭吾 著／文春文庫

金
田 

莉
佳
先
生
お
す
す
め

　
「
マ
ラ
ソ
ン
も
人
生
も
、一
人
で
孤
独
だ
け
ど
、で
も
一
人
じ
ゃ

な
い
。」こ
れ
が
、こ
の
本
を
読
み
終
え
た
後
の
私
の
感
想
で
し

た
。

　

話
は
、主
人
公
の
環
が
自
転
車
に
乗
っ
て
死
後
の
世
界
に

行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。家
族
の
死
や
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
の
不
安
と
痛

み
、他
人
と
の
集
団
生
活
な
ど
と
向
き
合
い
苦
し
み
な
が
ら
も

前
進
し
続
け
る
環
の
姿
は
、読
む
人
に
前
向
き
な
力
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。一
見
重
苦
し
い
テ
ー
マ
で
す
が
、キ
ャ
ラ
の
濃
い

登
場
人
物
に
よ
っ
て
軽
快
に
読
み
進
め
る
こ
と
が
で
き
、タ
イ

ト
ル
の
通
り
走
っ
て
い
る
場
面
で
は
描
写
が
リ
ア
ル
で
体
育
会

系
の
部
活
動
や
運
動
を
さ
れ
て
い
る
方
は
共
感
で
き
る
と
こ

ろ
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
普
段
か
ら
読
書
を
し
ま
す
か
。好
き
な
子
が
か
い

け
つ
ゾ
ロ
リ
を
読
ん
で
い
る
か
ら
私
も
読
ん
で
み
よ
う
と
か
、

読
書
感
想
文
を
書
く
た
め
に
渋
々
図
書
館
へ
行
っ
て
、で
き
る

だ
け
読
み
や
す
そ
う
な
う
っ
す
〜
い
本
を
借
り
て
く
る
と
か
、

そ
う
い
う
人
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。と
い
う

か
、私
が
そ
う
で
し
た
。こ
れ
は
大
人
に
な
っ
て
か
ら
気
づ
い
た

こ
と
で
す
が
、本
は
私
た
ち
の
心
に
寄
り
添
い
、励
ま
し
て
く

れ
ま
す
。も
し
今
、何
か
に
悩
ん
で
い
る
の
な
ら
。も
し
今
、何

も
か
も
放
り
投
げ
て
し
ま
い
た
い
の
な
ら
。も
し
今
、自
分
で
は

な
い
何
か
に
な
っ
て
し
ま
い
た
い
の
な
ら
。本
を
読
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

We want you to read these books.We want you to read these books.

中

小

『
ジ
ョ
ー
カ
ー・
ゲ
ー
ム
』

柳
広
司　

著

株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

その他おすすめ本
①No.6（ナンバーシックス）
あさのあつこ 著／講談社

②都会（まち）のトム＆ソーヤ
はやみねかおる 著／講談社

③ラン
森絵都 著／角川文庫

鈴
木 

万
里
奈
先
生
お
す
す
め

　

こ
の
本
は
、
日
本
や
様
々
な
土
地
を
舞
台
に
し
た
ス
パ
イ

ミ
ス
テ
リ
ー
作
品
「
ジ
ョ
ー
カ
ー
・
ゲ
ー
ム
」
と
い
う
本
で
す
。

実
写
映
画
化
、
ア
ニ
メ
化
も
し
て
い
る
作
品
で
す
の
で
、
ご

存
知
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー

リ
ー
５
本
が
１
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
と
て
も
読
み
や
す

い
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

結
城
中
佐
の
発
案
で
陸
軍
内
に
設
立
さ
れ
た
ス
パ
イ
養
成

学
校
『
D
機
関
』。
こ
こ
に
は
、
常
人
離
れ
し
た
１
２
人
の

精
鋭
が
集
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
彼
ら
を
率
い
る
の
が
結
城
中

佐
と
い
う
人
物
で
す
。
各
話
の
主
役
は
、
実
際
に
任
務
を
こ

な
す
養
成
学
校
の
生
徒
た
ち
で
す
が
、
結
城
中
佐
の
助
言
で

生
徒
た
ち
は
数
々
の
困
難
に
立
ち
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。
結
城

中
佐
は
冷
徹
で
あ
り
周
り
か
ら
「
魔
王
」
と
恐
れ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
言
葉
の
一つ一つ
か
ら
彼
の
人
間
性
や
「
人
の
本
質

見
抜
く
力
」
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
結
城
中
佐
の

圧
倒
的
存
在
感
は
読
ん
で
い
て
気
持
ち
が
い
い
ほ
ど
で
す
。
こ

の
本
を
読
み
、
結
城
中
佐
の
言
葉
や
生
徒
た
ち
の
成
長
か
ら

「
何
も
の
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
」「
自
分
の
目
で
世
界
を

見
る
こ
と
」
の
重
要
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
情
報
技
術

の
発
達
し
た
現
代
ほ
ど
、
こ
の
２
点
を
磨
い
て
お
く
べ
き
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

意
外
な
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
や
、
胸
躍
る
緊
迫
感
。
ど
の
話

も
ス
ト
ー
リ
ー
の
裏
を
考
え
始
め
る
と
と
ま
り
ま
せ
ん
。
多
く

を
語
り
す
ぎ
ず
、
想
像
の
余
地
を
充
分
に
与
え
て
く
れ
る
文

章
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ一
度
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
！

『
と
ん
び
』

重
松 

清
著

株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

その他おすすめ本

①家日和
奥田英朗 著／集英社文庫

②円卓
西加奈子 著／文春文庫

③東京バンドワゴン
小路幸也 著 ／集英社文庫

岩
本 

健
太
郎
先
生
お
す
す
め

　

主
人
公
の
ヤ
ス
さ
ん
に
息
子
ア
キ
ラ
が
誕
生
し
ま
す
。
愛

妻
の
美
佐
子
さ
ん
と
3
人
で
幸
せ
の
絶
頂
に
暮
ら
し
ま
す
が
、

長
く
は
続
き
ま
せ
ん
。
不
慮
の
事
故
で
美
佐
子
さ
ん
が
亡
く

な
り
ま
す
。
男
手
１
つ
で
、
周
り
の
人
に
支
え
ら
れ
、
不
器

用
な
が
ら
精
一
杯
の
愛
で
ア
キ
ラ
を
育
て
る
中
に
、
た
く
さ
ん

の
ド
ラ
マ
が
温
か
く
描
か
れ
ま
す
。

　

私
が
こ
の
本
に
出
会
っ
た
の
は
、
大
学
入
学
直
前
の
春
の

日
で
し
た
。
九
州
出
身
の
私
は
、
入
学
前
の
京
都
の
大
学
の

食
堂
で
こ
の
本
を
読
ん
だ
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
人
生
で
初

め
て
両
親
の
元
を
離
れ
、
京
都
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
私

は
、
そ
の
と
き
重
松
清
氏
の
描
く
親
の
愛
、
人
間
の
温
も
り

に
感
動
し
、
1
人
涙
し
ま
し
た
。

　

家
族
愛
を
題
材
に
し
た
小
説
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

中
で
も
こ
の
本
に
は
重
松
清
氏
特
有
の
人
間
の
細
か
い
描
写
、

温
か
い
表
現
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
１
人

で
生
ま
れ
て
１
人
で
育
つ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
親
の
愛
に
包

ま
れ
て
、
も
ち
ろ
ん
親
も
い
ろ
い
ろ
悩
み
な
が
ら
私
た
ち
を

育
て
、
そ
し
て
今
の
私
た
ち
が
あ
る
の
で
す
。「
自
分
な
ん
か

だ
め
だ
。」「
ど
う
せ
私
な
ん
か
。」
と
思
っ
た
と
き
は
、
こ
の

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ
う
す
る
と
「
も
う
ち
ょ
っ
と
が
ん

ば
っ
て
み
る
か
。」
と
前
向
き
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
親
へ
の
感
謝
、
そ
し
て
当
た
り
前
に
感
じ
る
幸
せ
の
尊

さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
作
品
で
す
。
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。

中

高

小

中

小
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春なび 優秀者発表
【
課
題
】小
川
未
明『
赤
い
魚
と
子
供
』

を
読
ん
で

Ａ…

母
親
の
魚
が
、子
供
の
魚
に
、「
き

れ
い
な
花
が
水
の
上
に
落
ち
て
き
て

も
、食
べ
て
は
な
り
ま
せ
ん
」と
言
っ

た
の
は
、な
ぜ
だ
と
思
い
ま
す
か
。あ

な
た
が
考
え
た
答
え
を
、解
答
ら
ん
に

書
き
ま
し
ょ
う
。

Ｂ…

子
供
た
ち
は
、赤
い
魚
の
よ
う
な

雲
を
見
る
と
、ど
う
し
て「
な
ん
と
な

く
悲
し
く
思
っ
た
」の
で
し
ょ
う
。そ

の
理
由
を
考
え
て
、解
答
ら
ん
に
書
き

ま
し
ょ
う
。

８
ト
レ
コ
ン
テ
ス
ト

物
語
を
読
ん
で
、考
え
て
み
よ
う

も
の
が
た
り

三日市駅前教室
池本芽生さん
課題【Ｂ】

だれもつかまえないように三びきのきれいな魚を町はずれの
大きな川へにがしてあげたけれど、赤い魚のような雲を見る
と、ぶじにお母さんに会えたのか心配になってきたから。

忍ケ丘駅前教室
奥田理久さん
課題【Ｂ】

子供たちは、赤い魚を取ってしまって、かわいそうなことを
してしまったなぁ、お母さんに会えたかなぁ、と自分たちの
したことを後かいしているから悲しく思った。

松原駅前教室
川西心愛さん
課題【Ｂ】

自分たちのせいで、あのきれいな三びきの赤い魚たちが川に
いるお母さんにあえなくなっているかもしれないと心配し、
つかまえなければよかったとこうかいもしているから。

都島ベルファ前教室
田中雄太さん
課題【Ｂ】

赤い魚のような雲を見ると、魚の親子を引きはなしてしまっ
たような気持ちになり、興味本位でやってよかったことと悪
いことをしっかり判断すべきだったと後かいしているから。

小3

小4

小5

小6

優秀者のみなさんの解答
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地殻

マントル

核

だれかに

したくなる

明日、

理 科

柴田先生による

　
世
界
で
一
番
深
い
穴

　

幼
い
頃
、ス
コ
ッ
プ
を
握
り
し
め
て
ど
こ
ま
で
掘

れ
る
の
か
挑
戦
し
た
こ
と
が
あ
る
人
も
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ち
な
み
に
、穴
掘
り
が
国
家
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、世
界
で
一
番
深
い
穴
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
の
は
、ロ
シ
ア
の
コ
ラ
半
島
に
あ
る
掘
削
坑

(

く
っ
さ
く
こ
う)

で
す
。
そ
の
深
さ
は
1
万

2
2
6
2
m
。こ
の
穴
を
掘
り
始
め
た
の
は

1
9
7
0
年
、現
在
の
ロ
シ
ア
の
前
身
で
あ
る

旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が
進
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し

た
。掘
削
か
ら
約
20
年
後
の
1
9
8
9
年
に
世

界
最
深
記
録
を
更
新
。当
時
の
ソ
ビ
エ
ト
連
邦

は
巨
額
の
費
用
と
長
い
時
間
を
か
け
て
、「
大
地

の
下
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？
」と
い
う
疑
問

を
調
査
し
よ
う
と
し
た
の
で
す
。旧
ソ
ビ
エ
ト
連

邦
は
大
陸
を
掘
り
進
ん
で
、「
地
殻
」の
深
部
が

ど
ん
な
岩
石
か
ら
で
き
て
い
る
の
か
を
調
べ
よ
う

と
し
ま
し
た
。

　

地
球
は
大
き
く
分
け
て
3
つ
の
層
か
ら
な
っ

て
い
ま
す
。

　

表
面
は「
地
殻
」、そ
の
下
は「
マ
ン
ト
ル
」、一
番

深
い
部
分
は「
核
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は

よ
く
卵
の
構
造
に
例
え
ら
れ
、卵
の
殻
＝
地
殻
、

白
身
＝
マ
ン
ト
ル
、核
＝
黄
身
、で
す
。こ
の
う

ち
、地
殻
の
厚
さ
は
30
k
m
程
度
で
、そ
の
上
半

分
は「
上
部
地
殻
」、下
半
分
は「
下
部
地
殻
」と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ラ
半
島
の
堀
削
坑
の
最
終
目
標
は
、上
部

地
殻
と
下
部
地
殻
の
境
目
を
掘
り
抜
く
こ
と
、

す
な
わ
ち
地
表
か
ら
15
k
m
ま
で
掘
る
こ
と
で

し
た
。予
定
で
は
1
9
9
3
年
に
そ
の
深
さ
に

達
す
る
は
ず
で
し
た
が
、180
℃
以
上
と
い
う
地
下

の
高
温
に
阻
ま
れ
た
た
め
、1
9
9
2
年
に
計

画
断
念
。実
に
20
年
以
上
の
掘
削
作
業
に
よ
っ

て
達
成
さ
れ
た
世
界
記
録
で
し
た
。

　
地
球
は
大
き
い

　

さ
て
、国
家
の
威
信
を
か
け
た「
穴
掘
り
」の

話
を
し
ま
し
た
が
、一
方
で
地
球
は
と
て
も
大
き

い
で
す
。

　

地
球
を
玉
ね
ぎ
の
大
き
さ
く
ら
い
に
縮
め
て

考
え
た
場
合
、深
さ
約
12
k
m
の
人
類
史
上
最

深
の
穴
を
も
っ
て
し
て
も
、玉
ね
ぎ
の
薄
皮
を
よ

う
や
く
貫
通
す
る
程
度
。地
球
の
大
部
分
は
穴

掘
り
で
た
ど
り
着
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。ま
し

て
、地
球
の
裏
側
ま
で
穴
を
掘
り
抜
く
な
ん
て
、

夢
の
ま
た
夢
で
す
ね…

　
地
震

　

地
球
の
中
が
分
か
ら
な
い
と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
と

同
時
に
困
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
一
例
が
地
下
か
ら
や
っ
て
く
る
自
然
災
害

で
あ
る「
巨
大
地
震
」の
予
測
で
す
。例
え
ば

1
9
9
5
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
場
合
、

災
害
の
源
は「
兵
庫
県
南
部
地
震
」で
し
た
。

　

地
震
と
は
、地
下
の
岩
石
が
壊
れ
て
ず
れ
動

く
現
象
で
す
。地
震
の
際
に
、岩
石
が
最
初
に
壊

れ
始
め
た
場
所
を
震
源
と
言
い
ま
す
。兵
庫
県

南
部
地
震
の
震
源
の
深
さ
は
約
16
k
m
で
し

た
。人
類
が
到
達
し
た
こ
と
が
な
い
深
さ
で
地
震

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
の
源
で
あ
る

「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」の
震
源
は
、深
さ

約
24
k
m
で
す
。こ
れ
も
深
す
ぎ
て
穴
掘
り
で

は
届
き
ま
せ
ん
。

　
見
え
な
い
も
の
を
見
る

　

人
間
の
目
に
見
え
な
い
深
さ
で
事
件
は
起
き

て
い
ま
す
。目
に
見
え
な
い
も
の
に
ど
う
や
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
か
と
い
う
こ
と
は
重
要
で
す
。

ま
だ
見
ぬ
変
化
を
乗
り
切
る
た
め
に
は
、見
え
な

い
も
の
を
見
る
力
を
養
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

既
成
の
殻
を
脱
ぎ
、可
能
性
を
切
り
ひ
ら
い
た

結
果
が
未
来
で
す
。想
像
を
膨
ら
ま
し
、現
在
は

形
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
を
頭
の
中
で
形
に
す

る
。で
き
れ
ば
頭
の
中
の
形
を
現
実
の
形
に
し
て

み
る
。そ
の
積
み
重
ね
の
先
に
未
来
が
あ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。

地球の裏に続くトンネルを掘ったらどうでしょうか？
地球は赤道半径6,378kmで、一周およそ40,000kmもの球体。
地球の反対側まで行こうと思えば2万kmの旅となりますが、
もしも垂直にトンネルを掘って移動できたら約1万3千kmで行けます。
また、重力で落ちていくからエネルギーも必要ないので合理的なのでは！？

「地球はどこまで掘れるのか」

・地殻 ……………………… ～30km
・上部マントル ………… 30～410km
・遷移層 ………………410～660km
・下部マントル ………660～2,900km
・外核 ……………2,900～5,100km
・内核 ……………5,100～6,378km

地球の内部構造

（地球の中心）

コラ半島
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用
す
る
こ
と
で
、思
わ
ぬ
メ
リ
ッ
ト
も

あ
る
よ
う
で
す
。

 

水
都
国
際
高
等

 

学
校
に
つ
い
て

「
グ
ロ
ー
バ
ル
探
求
科
」

と
は
？

　

ま
ず
、こ
の
高
校
は「
普
通
科
」で
は

な
く
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
探
求
科
」と
し
て

の
設
置
に
な
り
ま
す
。そ
れ
に
よ
っ
て

英
語
劇
を
創
作
し
て
実
演
す
る「
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
う
授
業
や
、多
文
化
共
生
社
会
を

実
現
す
る
た
め
の
知
識
や
態
度
、技
能

を
身
に
着
け
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
シ
ュ

ー
探
求
」と
い
っ
た
、普
通
科
に
は
無
い

科
目
の
設
置
が
計
画
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。ま
た
、全
員
が
海
外
研
修
、グ

ロ
ー
バ
ル
ユ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

（
模
擬
国
連
な
ど
）の
企
画
も
考
え
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。そ
れ
ら
を
通
じ

て
C
E
F
R
 
B
2
レ
ベ
ル（
英
検
準

1
級
相
当
）の
英
語
運
用
能
力
を
身
に

着
け
さ
せ
る
と
の
こ
と
で
す
。

コ
ー
ス
分
け
は

高
校
2
年
生
か
ら

　

高
校
は
1
年
生
の
間
は
必
履
修
科

目
を
中
心
に
全
員
が
共
通
履
修
、つ
ま

り
コ
ー
ス
分
け
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、2

年
生
か
ら
3
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ

ま
す
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
コ
ー
ス
」は
実
質「
文
系
進
学
」、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
」

は「
理
系
進
学
」を
目
的
と
し
た
コ
ー

ス
に
な
り
ま
す
。「
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア

コ
ー
ス
」は
現
在
認
可
申
請
中
で
す
の

で
、2
0
2
3
年
に
開
設
さ
れ
る
予
定

だ
そ
う
で
す
。つ
ま
り
、次
年
度
中
学

校
入
学
の
生
徒
が
高
2
に
な
る
と
き

に
開
講
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
の

で
、今
年
の
高
校
入
学
生
に
と
っ
て
は

「
文
系
」と「
理
系
」の
2
コ
ー
ス
制
と

な
る
わ
け
で
す
。

高
校
で
も
、中
学
校
と
同
じ
よ
う
に
授

業
全
体
の
半
分
程
度
を
英
語
で
行
う

こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

授
業
料
は
？

資
格
取
得
は
で
き
る
の
？

　

中
学
校
に
つ
い
て
は
あ
く
ま
で
も「
大

阪
市
立
」で
す
の
で
、授
業
料
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。し
か
し
話
題
性
が
大
き
い
の

は
高
校
卒
業
と
同
時
に「
国
際
バ
カ
ロ
レ

ア
資
格
」の
取
得
も
で
き
る
と
い
う
学
校

を
想
定
し
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
資
格

と
は
？

　

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
資
格
（IB 

D
iplom

a

）は
、ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
本
部
を

置
く
教
育
団
体「
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
機
構

:International 
Baccalaureate 

O
rganization

（IBO

）」が
提
供
し
て
い

る
3
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う
ち
、１６
歳
か

ら
１９
歳
の
生
徒
を
対
象
に
し
た
2
年
間

の
デ
ィ
プ
ロ
マ
コ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
ま

す
。こ
の
資
格
は
、世
界
共
通
の
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
資
格
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、修

了
時
に
デ
ィ
プ
ロ
マ
コ
ー
ス
の
卒
業
試

験（
毎
年
5
月
又
は
１１
月
に
実
施
、水
都

国
際
で
は
１１
月
の
1
回
を
受
験
予
定
）

に
合
格
す
れ
ば
、資
格
を
取
得
で
き
ま

す
。イ
ギ
リ
ス
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大

学
や
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
、ア
メ
リ
カ
の

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
や
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

工
科
大
学
な
ど
、世
界
の
名
門
大
学
に

も
認
め
ら
れ
て
い
る
資
格
で
す
。

■ 新中高一貫教育校のイメージ

関
西
で
は

ま
だ
ま
だ
少
な
い
I
B
校

　

教
育
基
本
法
第
一
条
に
規
定
さ
れ
て

い
る
学
校
で
あ
れ
ば
、ダ
ブ
ル
ラ
イ
セ

ン
ス（
日
本
の
高
卒
と
国
際
バ
カ
ロ
レ

ア
デ
ィ
プ
ロ
マ（
以
下
I
B
と
省
略
）の

両
方
）が
手
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。し
か
し
、公
立
で
は
今
の
と
こ
ろ

東
京
学
芸
大
附
属
国
際
中
等
教
育
学

校
と
東
京
都
立
国
際
高
等
学
校
の
2

校
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。私
立
も
含
め
る

と
、全
国
に
１５
校
あ
り
ま
す
が
、関
西

に
は
立
命
館
宇
治
中
学
校
・
高
等
学
校

の
１
校
の
み
で
す
。大
阪
女
学
院
も
認

定
校
の
準
備
を
進
め
て
お
り
、す
で
に

候
補
校
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
設
民
営
方
式
に

し
た
の
は
な
ぜ
？

　

世
間
で
は「
国
際
化
」、「
グ
ロ
ー
バ

ル
化
」と
い
わ
れ
て
い
る
の
に
こ
の
学

校
が
増
え
な
い
の
は
、設
置
基
準
が
厳

し
す
ぎ
る
た
め
で
す
。基
本
は
母
語
以

外（
主
に
は
英
語
）で
主
要
教
科
の
授

業
を
行
う
こ
と
で
、複
数
言
語
能
力
と

基
礎
教
養
を
身
に
着
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
提
供
が
必
要
な
の
で
す
が
、プ
ロ
セ

ス
や
指
導
教
員
の
資
質
、指
導
成
果
の

測
定
方
法
な
ど
細
か
い
基
準
を
満
た

さ
な
い
と
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。確
か
に
教
員
免
許
を
持
っ

て
い
て
、英
語
で
理
科
や
数
学
を
教
え

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
た
先
生
を
確

保
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
で
し
ょ

う
。そ
こ
で
、大
阪
市
は
運
営
を
民
間

に
委
託
す
る
と
い
う
手
法
を
選
ん
だ

わ
け
で
す
。

 

水
都
国
際
中
学
校

 

に
つ
い
て

①
授
業
時
間
数
が
、一
般

の
公
立
中
学
校
よ
り
多
い

　

中
学
校
1
年
生
1
学
期
の
授
業
時

間
割
例
が
示
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
に
よ

り
ま
す
と
、学
習
指
導
要
領
の
基
準
で

は
、普
通
の
公
立
中
学
校
は
週
当
た
り

の
２９
時
間（
コ
マ
）の
授
業
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
ま
す
が
、こ
の
学
校
で
は
外

国
語
を
1
時
間
、グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ

ィ
ー
ズ（
国
際
理
解
教
育
）が
週
2
時

間
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
＆
ア
ク
シ
ョ
ン（
地

域
交
流
体
験
学
習
）1
時
間
と
合
計
4

時
間
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。（
時
間
割
例

で
は
月
・
火
・
木
の
7
限
目
と
水
曜
6

限
目
が
追
加
さ
れ
、合
計
３３
時
間
と
な

っ
て
い
ま
す
。）

②
理
科
・
数
学
の
授
業
も

英
語
で

　

英
語
は
も
ち
ろ
ん
、数
学
、理
科
、グ

ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ（
国
際
理
解
）

の
授
業
は
す
べ
て
英
語
で
行
い
ま
す
。

時
間
割
例
に
よ
る
と
１４
時
間
、つ
ま
り

全
体
の
約
4
割
の
授
業
が
英
語
で
展

開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。さ
ら
に

朝
礼
も
英
語
で
行
う
な
ど
、英
語
が
飛

び
交
う
学
校
に
し
た
い
と
の
こ
と
で

す
。

③
先
取
り
学
習

　
「
水
都
国
際
中
学
校
」か
ら
は
基
本

的
に
無
試
験
で「
水
都
国
際
高
校
」に

進
学
で
き
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。つ
ま
り
一
般
の
高
校
受

験
の
準
備
が
必
要
な
く
な
り
ま
す
の

で
、分
野
に
よ
っ
て
は
後
回
し
に
し
て

高
校
内
容
を
先
取
り
学
習
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
、と
の
こ
と
で
す
。

④
サ
ポ
ー
ト
体
制

　
「
英
語
以
外
の
科
目
で
も
英
語
で
授

業
」「
先
取
り
学
習
」な
ど
、生
徒
に
と
っ

て
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
授
業
が
展
開
さ

れ
る
わ
け
で
す
が
、こ
の
学
校
で
は
授

業
に
つ
い
て
い
け
な
く
な
っ
た
生
徒
の

事
ま
で
想
定
し
て
い
ま
す
。毎
日
授
業

後
に
は
１５
分
間
の「
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン

タ
イ
ム
」を
設
け
、そ
こ
で
復
習
と
課

題
の
あ
ぶ
り
出
し
を
行
い
ま
す
。そ
の

後「
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・
テ

ィ
ー
チ
ャ
ー
」と
呼
ば
れ
る
補
助
教
員

に
よ
る
補
習
が
行
わ
れ
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

昼
食
に
つ
い
て
、中
学
校
の
間
は
学

校
調
理
方
式
の
給
食
が
提
供
さ
れ
る

と
の
こ
と
で
す
。小
学
校
の
施
設
を
流

大阪市に、新たに市立中高一貫校
「水都国際中学校・高等学校」が誕生します

公立中高一貫校を斬る！

2 0 1 9年 4月開校　水都国際中学校・高等学校
来春、全国初「公設民営」という形で新たに開校する「大阪市立 水都（すいと）国際中学校 高等学校」の初めて
の説明会が、弁天町にある教育センター2階の講堂で開催されました。
今回の説明会は、希望者が全員参加できるわけではなく、往復はがきによる抽選が行われました。400名の会場
定員に対し、約2700名の申し込みがあったとのことで、説明会に参加するだけで6.75倍という高倍率となってい
ました。会場内にはNHKなどマスコミも取材に入っており、世間の関心の高さを感じました。

運
営
は
民
間
で
！

　

設
置
は
大
阪
市
が
、運
営
は
民
間
が

行
う
と
い
う
全
国
で
も
例
を
見
な
い
新

た
な
手
法
で
の
開
設
で
す
。学
校
運
営

管
理
を
行
う「
大
阪
Y
M
C
A
」は
単
位

制
・
通
信
制
の
高
校
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
を
運
営
し
、予
備
校

時
代
か
ら
の
講
師
管
理
ノ
ウ
ハ
ウ
や
、語

学
学
校
と
し
て
海
外
と
も
パ
イ
プ
の
あ

る
学
校
法
人
で
す
の
で
実
に
ふ
さ
わ
し

い
と
思
い
ま
す
。い
よ
い
よ
こ
の
全
国
初

の「
公
設
民
営
中
高
一
貫
校
」の
実
現
に

向
け
て
大
き
く
進
む
こ
と
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。

ど
こ
に
で
き
る
？

　

こ
の
学
校
は
大
阪
市
住
之
江
区
の
大

阪
市
立
南
港
渚
小
学
校
と
近
隣
の
南
港

緑
小
学
校
の
跡
地
を
利
用
し
て
建
設
さ

れ
ま
す
。開
校
初
年
度
の
2
0
1
9
年

度
は
現
存
す
る
小
学
校
の
校
舎
を
改

修
し
て
使
用
す
る
そ
う
で
す
が
、そ
の

後
新
校
舎
の
増
築
を
進
め
、中
学
入
学

1
期
生
が
高
校
に
上
が
る
2
0
2
2

年
に
は
新
校
舎
、新
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど

の
整
備
が
終
わ
る
予
定
で
す
。

「国際バカロレア
資格」

ってなに？

国際バカロレア（IB：International Baccalaureate）は、世界140以上
の国・地域、約4,800校（平成29年6月時点）で採用されている教育プロ
グラムで、多様な文化の理解と尊重の精神を通じて、より良い、より平和な
世界を築くことに貢献する、探究心、知識、思いやりに富んだ若者の育成を
目的としています。

Learner Profile
（IBの学習者像）

考える人

コミュニ
ケーションが
できる人

知識の
ある人

探究
する人

振り返りが
できる人

バランスの
とれた人

挑戦
する人

思いやり
のある人

心を
開く人

信念を
もつ人

（文部科学省及び国際バカロレア機構のホームページより引用）

グローバル
スタディーズ
（国際理解）

グローバル
スタディーズ
（国際理解）

総合的な
学習の時間

総合的な
学習の時間

8：30～8：50

8：50～9：40

9：50～10：40

10：50～11：40

11：50～12：40

12：40～13：25

13：25～14：15

14：25～15：15

15：25～16：15

16：15～16：30

1限

2限

3限

4限

5限

6限

7限

コミュニティ
&

アクション

月

国語

社会

数学

英語

理科

火

数学

国語

体育

社会

英語

技術

家庭科

水

朝の学級活動

国語

社会

数学

英語

昼　食

特別活動

リフレクションタイム　　　　　

木

英語

理科

体育

数学

国語

音楽

道徳

金

理科

美術

英語

体育

一日の振り返り等
を行います。

■ 中学1年生1学期の時間割例 ※変更する場合があります。

中学校では自校調理方式
の給食を実施します。

■ 水都国際中・高等学校
　 所在地

大阪市立
南港渚・南港緑
小学校跡地

21 20



用
す
る
こ
と
で
、思
わ
ぬ
メ
リ
ッ
ト
も

あ
る
よ
う
で
す
。

 

水
都
国
際
高
等

 

学
校
に
つ
い
て

「
グ
ロ
ー
バ
ル
探
求
科
」

と
は
？

　

ま
ず
、こ
の
高
校
は「
普
通
科
」で
は

な
く
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
探
求
科
」と
し
て

の
設
置
に
な
り
ま
す
。そ
れ
に
よ
っ
て

英
語
劇
を
創
作
し
て
実
演
す
る「
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
う
授
業
や
、多
文
化
共
生
社
会
を

実
現
す
る
た
め
の
知
識
や
態
度
、技
能

を
身
に
着
け
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
シ
ュ

ー
探
求
」と
い
っ
た
、普
通
科
に
は
無
い

科
目
の
設
置
が
計
画
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。ま
た
、全
員
が
海
外
研
修
、グ

ロ
ー
バ
ル
ユ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

（
模
擬
国
連
な
ど
）の
企
画
も
考
え
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。そ
れ
ら
を
通
じ

て
C
E
F
R
 
B
2
レ
ベ
ル（
英
検
準

1
級
相
当
）の
英
語
運
用
能
力
を
身
に

着
け
さ
せ
る
と
の
こ
と
で
す
。

コ
ー
ス
分
け
は

高
校
2
年
生
か
ら

　

高
校
は
1
年
生
の
間
は
必
履
修
科

目
を
中
心
に
全
員
が
共
通
履
修
、つ
ま

り
コ
ー
ス
分
け
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、2

年
生
か
ら
3
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ

ま
す
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
コ
ー
ス
」は
実
質「
文
系
進
学
」、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
」

は「
理
系
進
学
」を
目
的
と
し
た
コ
ー

ス
に
な
り
ま
す
。「
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア

コ
ー
ス
」は
現
在
認
可
申
請
中
で
す
の

で
、2
0
2
3
年
に
開
設
さ
れ
る
予
定

だ
そ
う
で
す
。つ
ま
り
、次
年
度
中
学

校
入
学
の
生
徒
が
高
2
に
な
る
と
き

に
開
講
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
の

で
、今
年
の
高
校
入
学
生
に
と
っ
て
は

「
文
系
」と「
理
系
」の
2
コ
ー
ス
制
と

な
る
わ
け
で
す
。

高
校
で
も
、中
学
校
と
同
じ
よ
う
に
授

業
全
体
の
半
分
程
度
を
英
語
で
行
う

こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 高校のコース分け
■ 中学校・高等学校の募集について 関

西
で
は

ま
だ
ま
だ
少
な
い
I
B
校

　

教
育
基
本
法
第
一
条
に
規
定
さ
れ
て

い
る
学
校
で
あ
れ
ば
、ダ
ブ
ル
ラ
イ
セ

ン
ス（
日
本
の
高
卒
と
国
際
バ
カ
ロ
レ

ア
デ
ィ
プ
ロ
マ（
以
下
I
B
と
省
略
）の

両
方
）が
手
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。し
か
し
、公
立
で
は
今
の
と
こ
ろ

東
京
学
芸
大
附
属
国
際
中
等
教
育
学

校
と
東
京
都
立
国
際
高
等
学
校
の
2

校
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。私
立
も
含
め
る

と
、全
国
に
１５
校
あ
り
ま
す
が
、関
西

に
は
立
命
館
宇
治
中
学
校
・
高
等
学
校

の
１
校
の
み
で
す
。大
阪
女
学
院
も
認

定
校
の
準
備
を
進
め
て
お
り
、す
で
に

候
補
校
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
設
民
営
方
式
に

し
た
の
は
な
ぜ
？

　

世
間
で
は「
国
際
化
」、「
グ
ロ
ー
バ

ル
化
」と
い
わ
れ
て
い
る
の
に
こ
の
学

校
が
増
え
な
い
の
は
、設
置
基
準
が
厳

し
す
ぎ
る
た
め
で
す
。基
本
は
母
語
以

外（
主
に
は
英
語
）で
主
要
教
科
の
授

業
を
行
う
こ
と
で
、複
数
言
語
能
力
と

基
礎
教
養
を
身
に
着
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
提
供
が
必
要
な
の
で
す
が
、プ
ロ
セ

ス
や
指
導
教
員
の
資
質
、指
導
成
果
の

測
定
方
法
な
ど
細
か
い
基
準
を
満
た

さ
な
い
と
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。確
か
に
教
員
免
許
を
持
っ

て
い
て
、英
語
で
理
科
や
数
学
を
教
え

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
た
先
生
を
確

保
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
で
し
ょ

う
。そ
こ
で
、大
阪
市
は
運
営
を
民
間

に
委
託
す
る
と
い
う
手
法
を
選
ん
だ

わ
け
で
す
。

 

水
都
国
際
中
学
校

 

に
つ
い
て

①
授
業
時
間
数
が
、一
般

の
公
立
中
学
校
よ
り
多
い

　

中
学
校
1
年
生
1
学
期
の
授
業
時

間
割
例
が
示
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
に
よ

り
ま
す
と
、学
習
指
導
要
領
の
基
準
で

は
、普
通
の
公
立
中
学
校
は
週
当
た
り

の
２９
時
間（
コ
マ
）の
授
業
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
ま
す
が
、こ
の
学
校
で
は
外

国
語
を
1
時
間
、グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ

ィ
ー
ズ（
国
際
理
解
教
育
）が
週
2
時

間
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
＆
ア
ク
シ
ョ
ン（
地

域
交
流
体
験
学
習
）1
時
間
と
合
計
4

時
間
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。（
時
間
割
例

で
は
月
・
火
・
木
の
7
限
目
と
水
曜
6

限
目
が
追
加
さ
れ
、合
計
３３
時
間
と
な

っ
て
い
ま
す
。）

②
理
科
・
数
学
の
授
業
も

英
語
で

　

英
語
は
も
ち
ろ
ん
、数
学
、理
科
、グ

ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ（
国
際
理
解
）

の
授
業
は
す
べ
て
英
語
で
行
い
ま
す
。

時
間
割
例
に
よ
る
と
１４
時
間
、つ
ま
り

全
体
の
約
4
割
の
授
業
が
英
語
で
展

開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。さ
ら
に

朝
礼
も
英
語
で
行
う
な
ど
、英
語
が
飛

び
交
う
学
校
に
し
た
い
と
の
こ
と
で

す
。

③
先
取
り
学
習

　
「
水
都
国
際
中
学
校
」か
ら
は
基
本

的
に
無
試
験
で「
水
都
国
際
高
校
」に

進
学
で
き
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。つ
ま
り
一
般
の
高
校
受

験
の
準
備
が
必
要
な
く
な
り
ま
す
の

で
、分
野
に
よ
っ
て
は
後
回
し
に
し
て

高
校
内
容
を
先
取
り
学
習
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
、と
の
こ
と
で
す
。

④
サ
ポ
ー
ト
体
制

 

既
存
の
I
B
校
の

 

入
試
科
目
と

 

学
費
比
較

　

い
く
つ
か
の
既
存
の
I
B
校
の
入

試
や
学
費
を
比
較
し
て
み
ま
し
た
。

ご
覧
の
よ
う
に
、入
試
科
目
は
一
般

の
入
試
と
異
な
っ
て
い
ま
す
。中
学

入
試
で
は
作
文
や
面
接
が
課
さ
れ
る

と
こ
ろ
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。東

京
学
芸
大
学
附
属
国
際
中
等
教
育
学

校
の
場
合
、選
択
制
で
は
あ
り
ま
す

が
、外
国
語
と
日
本
語
の
作
文
が
課

さ
れ
る
な
ど
、入
る
前
か
ら
か
な
り

の
外
国
語
能
力
を
要
求
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。ま
た
、高
校
募
集

に
つ
い
て
も
、玉
川
学
園
で
は
出
願

資
格
が
英
検
2
級
程
度
以
上
と
ハ
ー

ド
ル
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
費
に
つ
い
て
は
、私
立
の
I
B

の
コ
ー
ス
や
ク
ラ
ス
は
、「
コ
ー
ス

費
」と
し
て
特
別
な
教
材
な
ど
追
加

費
用
が
必
要
と
な
り
、一
般
的
な
私

立
中
学
や
高
校
よ
り
も
高
額
に
な
っ

て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
公
立
で
も
教

材
費
な
ど
は
必
要
に
な
り
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
公
立
は
私
立
よ
り
か
な
り

お
得
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

入
試
に
つ
い
て

中
学
入
試
に
つ
い
て

　

中
学
、高
校
、そ
れ
ぞ
れ
８０
名
の
募

集
で
す
。入
学
後
は
英
語
力
も
必
要
で

す
が
、入
試
で
は
英
語
は
課
さ
れ
ま
せ

ん
。適
性
検
査
と
呼
ば
れ
る
合
科
型
の

問
題
と
作
文
と
い
っ
た
大
阪
市
立
咲

く
や
こ
の
花
中
学
校
の
入
試
に
準
じ

た
ス
タ
イ
ル
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。高

校
入
試
に
つ
い
て

　

高
校
入
試
は
、他
の
大
阪
市
立
の
高

校
と
同
じ
よ
う
に
共
通
の
問
題
・
日
程

で
入
試
が
行
わ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

大
阪
の
公
立
高
校
は
、英
検
等
の
資

格
・
検
定
を
点
数
化
し
て
読
み
替
え
る

と
い
う
優
遇
措
置
を
昨
年
か
ら
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、同
じ
よ
う
に
そ
の
制

度
を
利
用
す
る
と
の
こ
と
で
す
。こ
ち

ら
は
普
通
の
高
校
入
試
と
同
じ
く
、中

学
校
の
学
習
内
容
の
定
着
が
試
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

3
年
後
に
は
、中
学
か
ら
の
進
級
者

の
多
く
が
I
B
コ
ー
ス
に
進
む
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、高
校
か
ら
の
入
学
者

が
I
B
コ
ー
ス
に
進
む
の
は
困
難
に

な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

つ
ま
り
、I
B
を
考
え
る
の
で
あ
れ

ば
、中
学
か
ら
の
入
学
が
近
道
だ
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。入
試
で
は
海
外
生
活

　
「
英
語
以
外
の
科
目
で
も
英
語
で
授

業
」「
先
取
り
学
習
」な
ど
、生
徒
に
と
っ

て
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
授
業
が
展
開
さ

れ
る
わ
け
で
す
が
、こ
の
学
校
で
は
授

業
に
つ
い
て
い
け
な
く
な
っ
た
生
徒
の

事
ま
で
想
定
し
て
い
ま
す
。毎
日
授
業

後
に
は
１５
分
間
の「
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン

タ
イ
ム
」を
設
け
、そ
こ
で
復
習
と
課

題
の
あ
ぶ
り
出
し
を
行
い
ま
す
。そ
の

後「
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・
テ

ィ
ー
チ
ャ
ー
」と
呼
ば
れ
る
補
助
教
員

に
よ
る
補
習
が
行
わ
れ
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

昼
食
に
つ
い
て
、中
学
校
の
間
は
学

校
調
理
方
式
の
給
食
が
提
供
さ
れ
る

と
の
こ
と
で
す
。小
学
校
の
施
設
を
流

や
留
学
の
経
験
が
優
遇
さ
れ
る
枠
の

設
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、英
語
で
の
授

業
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で

英
語
力
の
あ
る
子
ど
も
に
と
っ
て
は

そ
の
能
力
が
発
揮
で
き
る
学
校
に
な

り
そ
う
で
す
。

　

本
記
事
の
作
成
段
階
で
は
入
試
方

法
の
詳
細
に
つ
い
て
も
ま
だ
発
表
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、学
費
の
安
さ
も
手

伝
っ
て
、今
後
も
何
か
と
話
題
に
な
っ

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

■ 中学校での具体的な学習内容例

英　語

実践的な英語力を身につけ、高校での英語活動の
基礎を作ります。

◯専任の英語ネイティブ教員を配置し、中学1年次より徹底した
英語運用能力の上達をめざします。
◯英語を使用する機会がたくさんある環境の中で学校生活を送
り、高い英語運用能力を身につけます。

＜授業例＞
・習熟度別によるクラスでスピーキング、リーディング（多読）やライティング
（日記やエッセイ）の授業を行います。
・英語でのペアワーク、グループワークの機会を授業内で多く設け、対話を
通じて英語力を習得を図ります。

数　学

知識や計算力等のスキルだけでなく、概念を学
び、論理的に解答を導き出し、それを応用できる学
力を育てます。
◯英語を用いた授業を行います。

＜授業例＞
・課題：太陽系の縮尺模型（スケールモデル）を作ろう！
・活動内容：グループで、太陽系の各惑星のサイズと太陽からの距離を
調べ、縮尺模型を作成し、各グループで振り返りをします。
・成果：英語を用いてグループワークで課題に取り組むことで、数学的
スキルだけでなく国際社会で活躍できるコミュニケーション能力や
実社会に必要な協働性を身につけます。

グローバルスタティーズ（国際理解）

多様な価値観を理解するのに必要となる知識や学力
を身につけるとともに、国際理解教育を行います。
◯英語を用いた授業を行います。

大阪ではどのようにグローバル化が進んでいるかを、ゲストティーチャーに
よる講話やフィールドワークを取り入れて学びます。この授業では、ペア
ワークやグループワークが中心になります。

「グローバル化が進むアジアの国々」を主題に、アジアの国々から来日して
学んでいる専門学校生や大学生を招いてグループディスカッションをする
ことなどを通じてアジアの国や社会についての理解を深めます。

「戦争と平和」「難民問題」「環境問題」「格差問題」についての基礎的な背
景、知識、現状と日本で行われている取組を取り上げ、高校での設置科目
「グローバルイシュー探究」で深く学ぶための準備をします。

コミュニティ&アクション

さまざまな地域活動やボランティア活動について
の知識を学び、実際に活動実践も行います。
◯地域、行政、NGOなどで活躍されている方をゲストスピーカーと
してお招きして、活動紹介やワークショップを実施します。

1
年
次

2
年
次

家庭や学校周辺でできる活動を中心に、大阪府内で行わ
れている地域活動やボランティア活動を取り上げます。

国内外に広がる活動を紹介し、その可能性や社会への貢
献方法について学びます。

1
年
次

2

・3
年
次

3
年
次
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Objective Test
Objective Test

Objective Test
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Objective Test
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Objective Test
Objective Test

Objective Test
Objective Test
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Objective Test
Objective Test

Objective Test
Objective Test

Objective Test
Objective Test

Objective Test
Objective Test

Objective Test

Objective Test
Objective Test

Objective Test
Objective Test

Objective Test
Objective Test

Objective Test
Objective Test

Objective Test

Objective Test
Objective Test

Objective Test
Objective Test

Objective Test
Objective Test

Objective Test
Objective Test

Objective Test

Objective Test
Objective Test

Objective Test
Objective Test

Objective Test
Objective Test

Objective Test
Objective Test

Objective Test

Objective Test
Objective Test

Objective Test
Objective Test

Objective Test
Objective Test

Objective Test
Objective Test

Objective Test

Objective Test
Objective Test

Objective Test
Objective Test

Objective Test Objective Test
Objective Test

❸
真
偽
式
＝
○
×
で
答
え
る
問
題

で
す
。

開
成
教
育
グ
ル
ー
プ
　
入
試
情
報
室

こ
ん
に
ち
は
。
藤
山
で
す
。
教
育
に
関
す
る
お
話
を
し
て
い
き
ま
す
。

客
観
テ
ス
ト
に
つ
い
て
お
送
り
し
ま
す
。

〈最終学歴〉
大阪大学　
人間科学研究科博士前期課程修了
人間科学修士（教育学）

〈所属学会〉
・日本教育学会・日本教育工学会・教育心理学会 

藤山正彦先生

保護者向け

藤
山
正
彦
の

客観テストObjective Test
　

応
用
編
と
し
て
、×

の
場
合
は

正
し
く
直
す
タ
イ
プ
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
試
験
で
は
問
題
文
の
最

初
の
１
行
を
読
ま
ず
に×

を
書
い

て
不
正
解
に
な
る
率
が
高
い
の
で

要
注
意
で
す
。

　

複
数
の
問
題
の
真
偽
を
判
断
さ

せ
て
、
そ
の
パ
タ
ー
ン
を
聞
く
タ

イ
プ
の
形
式
も
あ
り
ま
す
。

❹ 

再
配
列
式
（
並
び
替
え
式
）＝

順
序
が
重
要
な
も
の
を
、
ば
ら
ば

ら
に
出
題
し
、
元
の
正
し
い
順
序

に
並
び
替
え
る
も
の
で
す
。
一
問
一

答
型
の
学
習
を
し
て
い
る
と
難
易

度
は
高
く
感
じ
る
形
式
で
す
。

❺ 

多
肢
選
択
式
＝
与
え
ら
れ
た
選

択
肢
の
中
で
出
題
の
趣
旨
に
近
い
も

の
を
選
ぶ
も
の
で
す
。
受
験
者
に

と
っ
て
は
正
確
に
言
葉
や
人
名
を
覚

え
て
い
な
く
て
も
正
解
で
き
ま
す

し
、
出
題
者
に
と
っ
て
も
解
答
時
間

が
短
縮
で
き
ま
す
の
で
決
め
ら
れ
た

時
間
内
に
多
く
の
問
題
を
詰
め
込
む

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
選
択
肢
を
用
意
す

る
か
に
よ
っ
て
、
難
易
度
を
調
整
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。
中
学
2
年

生
で
も
解
け
る
よ
う
に
し
て
み
ま

し
た
。

　

2
0
2
0
年
度
（
正
確
に
は
2
0
2
1
年

1
月
）
に
は
大
き
く
大
学
入
試
が
変

わ
り
ま
す
。
1
9
7
9
年
の
「
大

学
共
通
一
次
試
験
」
か
ら
続
い
て
い

た
マ
ー
ク
式
の
大
学
共
通
テ
ス
ト

は
40
年
の
時
を
経
て
、
大
き
く
形

を
変
え
る
事
に
な
り
ま
す
。
知
識

偏
重
で
こ
れ
か
ら
の
国
際
社
会
で

活
躍
す
る
人
材
を
見
出
す
の
に
は

不
向
き
で
あ
る
と
の
批
判
も
あ
り

ま
し
た
が
、
私
立
大
学
も
含
め
て

ほ
と
ん
ど
の
大
学
が
こ
の
点
数
を

利
用
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
ら

も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
テ
ス
ト

の
信
頼
性
、
公
平
性
は
高
く
評
価

さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

学
校
で
行
わ
れ
る
テ
ス
ト
で
も
、

公
平
性
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
テ

ス
ト
で
は
生
徒
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

も
上
が
ら
ず
、
能
動
的
な
学
び
を

促
進
し
、
効
率
的
な
学
習
を
支
援

す
る
と
い
う
テ
ス
ト
本
来
の
意
義

が
失
わ
れ
ま
す
の
で
、
教
育
学
で

は
「
客
観
テ
ス
ト
」
の
作
成
に
つ
い

て
も
研
究
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
「
客
観
テ
ス
ト
」
と
は
答
案
の
採

点
に
、
採
点
者
の
主
観
が
入
り
に

く
い
形
で
出
題
さ
れ
た
形
式
の
テ

ス
ト
の
事
で
す
。
つ
ま
り
論
文
体

テ
ス
ト
（
e
s
s
a
y 

t
e
s
t
）

や
記
述
式
テ
ス
ト
の
よ
う
に
、
採

点
者
が
変
わ
れ
ば
点
数
が
変
わ
る

と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
テ
ス
ト
の

事
で
す
。

　

客
観
テ
ス
ト
に
は
様
々
な
形
式

が
あ
り
ま
す
が
、
代
表
的
な
も
の

と
し
て
い
く
つ
か
挙
げ
て
お
き
ま

す
。

❶ 

完
成
式
＝
い
わ
ゆ
る
穴
埋
め
形

式
で
す
。

　

語
群
が
あ
っ
て
そ
の
中
か
ら
選
ん

で
埋
め
る
「
選
択
完
成
式
」
と
い

う
形
式
も
あ
り
ま
す
。

❷ 

組
み
合
わ
せ
式
＝
問
題
リ
ス
ト

と
用
意
さ
れ
た
選
択
肢
の
リ
ス
ト

を
比
べ
て
結
び
つ
け
る
も
の
で
す
。

選
択
完
成
式
の
一
種
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

問
題
数
と
選
択
肢
の
数
が
同
じ

で
、
し
か
も
選
択
肢
が
少
な
け
れ

ば
消
去
法
で
答
え
を
見
つ
け
出
す

こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
難
易
度
が

下
が
り
ま
す
。

　

こ
の
方
式
は
範
囲
の
決
ま
っ
た
知

識
量
を
計
る
の
に
向
い
て
お
り
、

マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
を
使
え
ば
採
点

や
集
計
が
短
時
間
で
正
確
に
で
き

ま
す
の
で
、
大
学
入
試
だ
け
で
な

く
、
受
験
者
数
の
多
い
資
格
試
験

に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
は

記
述
型
の
答
案
用
紙
で
あ
っ
て
も
、

生
徒
答
案
を
画
像
と
し
て
デ
ー
タ

化
し
、
記
号
問
題
だ
け
は
人
件
費

の
安
い
海
外
で
採
点
し
て
い
る
と
い

う
模
擬
試
験
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

と
、
こ
の
よ
う
に
様
々
な
問
題

形
式
が
あ
り
ま
す
が
、
テ
ス
ト
を

作
る
側
と
し
て
は
、
そ
の
知
識
を

問
う
の
に
適
切
な
問
題
形
式
を
選

び
つ
つ
、
同
じ
よ
う
な
平
均
点
に
な

る
よ
う
に
難
易
度
を
調
整
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
大
変
な
労

力
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
入
試
問

題
と
も
な
り
ま
す
と
、
過
去
問
と

し
て
他
校
と
比
較
さ
れ
ま
す
し
、

正
解
が
決
ま
ら
な
い
よ
う
な
問
題

を
作
っ
て
し
ま
う
と
社
会
問
題
と
も

な
り
ま
す
の
で
、
作
成
と
検
証
は

結
構
神
経
の
磨
り
減
る
作
業
と
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

2
0
2
0
年
か
ら
の
大
学
入
学

参考文献　
・建築基準法施行令（昭和二十五年十一月十六日政令第三百三十八号）
・文部科学省　小学校施設整備指針（平成４年３月３１日）
・加藤幸次・佐久間茂和　個性を生かす学習環境づくり　ぎょうせい　1992
・池田　央　新しいテスト問題作成法　第一法規　1980
・日本教育工学会編　「教育工学事典」　実教出版（2000）

共
通
テ
ス
ト
で
は
、
記
述
式

を
導
入
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
公
平
性
を
確
保
す
る
た

め
採
点
基
準
を
細
か
く
設
定

し
、
そ
れ
を
明
示
す
る
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
採
点
の
時
間

を
考
え
る
と
レ
ベ
ル
や
分
量

は
限
ら
れ
る
で
し
ょ
う
し
、

配
点
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
部

分
を
占
め
る
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
は
テ
ス
ト

勉
強
っ
て
大
変
だ
な
と
お
思

い
で
し
ょ
う
が
、
テ
ス
ト
を

作
っ
て
い
る
先
生
方
も
結
構

大
変
な
の
だ
、
と
い
う
お
話

で
し
た
。

（例）
●作者
A トルストイ（　　）
B シェークスピア（　　）
C ゲーテ（　　）
D ミルトン（　　）

●作品
１. 失楽園
２. デカメロン
３. 戦争と平和
４.ファウスト
５.リア王
６. 椿姫

（例）
●作者
A トルストイ（　　）
B シェークスピア（　　）
C ゲーテ（　　）

●作品
１.リア王
２. 戦争と平和
３.ファウスト

（答えはA３・B5・C4・D1）

（答えは　±３ ・ ○ ・played）

（例）フランス革命が起こったのは
西暦（　①　）年である。

（ア）1740
（イ）1789
（ウ）1799
（エ）1911
（オ）1917 （答えはイ）

（例）フランス革命が
起こったのは
西暦（　　　　　）年
である。

（例）正しいものには○、
間違いには×をつけよ。

（例）正しいものには○を、まちがいに
ついては下線部を正しく直しなさい。

（例）正しいものの番号を合計して答えなさい。（例）古いものから順に
並び替えなさい。

（例）亜硫酸ガスの
分子式を選べ。

（例）亜硫酸ガスの
分子式を選べ。

①H2O
②SO2
③H2
④CO2
⑤He

（答えは　②）

①H2SO3
②SO2
③S2SO4
④CO2　　　
⑤SO3

①王政復古の大号令
②大政奉還
③戊辰戦争
④薩英戦争
⑤生麦事件

①石灰岩に塩酸をかけると、
　二酸化炭素が発生する。
②れき岩の粒は角張っている。
④カコウ岩は火山岩である。
⑦サンヨウチュウは恐竜より
　古い時代に生きていた。

（答えは①と⑦が正しいので、１＋７＝８）（答えは⑤・④・②・①・③）

●９の平方根は３である。        （　　　　　）
●ヨウ素液をでんぷんに
    かけると青紫色になる。         （　　　　　）
●He plays tennis yesterday.（　　　　　）

（　  ）９の平方根は３である。
（　  ）ヨウ素液をでんぷんに
　　 かけると青紫色になる。
（　  ）He plays tennis yesterday.
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名
な
立
命
館
大
学
の
世
界
史
で
す

が
、大
問
4
つ
×
5
日
程=

20
題
を
リ

ス
ト
化
し
て
み
ま
し
た
。（
表
1
参
照
）

　
中
国
に
関
す
る
問
題
に
赤
色
を
付

け
て
み
ま
し
た
。す
る
と
20
題
中
9
題

が
中
国
史
で
す
。一
方
、同
志
社
大
学

は
こ
の
よ
う
に
西
洋
史
が
中
心
に
な

り
ま
す
の
で
、直
前
期
に
は
受
験
す
る

大
学
に
応
じ
た
準
備
が
必
要
だ
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
英
語
の
出
題
形
式
に
つ
い
て
も
前

年
ま
で
を
各
大
学
踏
襲
し
て
い
ま
す

が
、長
文
の
主
題
を
比
較
し
て
み
る
と

　
大
学
入
試
に
関
し
、2
0
2
0
年

度
に
は
現
行
の
「
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
」に
代
わ
り
「
大
学
入
学

共
通
テ
ス
ト
」が
導
入
さ
れ
ま
す

が
、実
は
現
行
制
度
の
中
で
も
入
試

問
題
は
知
識
重
視
型
よ
り
も
思
考

力
・表
現
力
重
視
型
を
取
り
入
れ

る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
ま
し
た
。今

年
の
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
で

も
、英
語
の
リ
ス
ニ
ン
グ
が
そ
の
も

の
ズ
バ
リ
の
答
え
が
無
く
、言
い
換

え
が
必
要
に
な
る
な
ど
、そ
の
影
響

が
見
ら
れ
ま
す
。

　
ま
ず
、同
志
社
大
学
で
2
月
7
日

に
出
題
さ
れ
た
生
物
の
問
題
よ
り

…（
Ⅰ - （
7
） Ⅲ- （
6
）参
照
）

　
こ
の
よ
う
に
ま
と
ま
っ
た
記
述

問
題
が
2
題
も
出
題
さ
れ
て
お
り
、

解
答
用
紙
も
原
稿
用
紙
の
よ
う
な

罫
線
で
、多
く
の
面
積
が
占
め
ら
れ

て
い
ま
す
。生
物
は
知
識
を
問
う
問

題
が
多
い
中
で
、ま
と
ま
っ
た
記
述

が
目
を
引
き
ま
し
た
。

　
次
は
関
西
学
院
大
学
の
2
月
1

日
の
化
学
の
1
番
で
す
。（﹇
Ⅰ
﹈参

照
）

　
こ
の
よ
う
に
文
章
が
長
い
で
す

し
、世
界
史
を
勉
強
し
て
い
な
い
で

あ
ろ
う
理
系
の
受
験
生
が
、「
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
」や
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
」

と
い
う
単
語
を
み
る
と
、思
考
停
止

に
陥
り
そ
う
で
す
。同
じ
日
の
大
問

3
は
「
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
」（
エ
ア
コ
ン

や
冷
蔵
庫
の
原
理
）の
問
題
で
す

が
、こ
れ
ま
た
化
学
の
問
題
と
し
て

は
文
章
が
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。2

月
1
日
は
入
試
と
し
て
は
初
日
で

す
の
で
、化
学
を
選
択
し
た
受
験
生

は
、面
食
ら
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
一
方
、立
命
館
大
学
は
例
年
通
り

の
出
題
で
し
た
。難
問
ぞ
ろ
い
で
有

入試情報室より

入試情報室　藤山  正彦

Ⅰ-（7）
同志社（生物）

Ⅲ-（6）

（以下略）

2018年度 
関関同立入試問題より

表１

表2

関西学院（化学）

大
学
ご
と
の
個
性
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

（
表
2
参
照
）

　
関
西
大
学
は
、比
較
的
軽
い
読
み

物
、関
西
学
院
大
学
は
歴
史
も
の
、同

志
社
大
学
は
現
代
社
会
問
題
、立
命

館
大
学
は
科
学
雑
誌
を
題
材
に
し
た

も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。主
題
の

興
味
関
心
に
よ
っ
て
受
験
校
を
選
ぶ

方
法
は
、入
学
後
も
波
長
の
合
う
教

授
陣
に
恵
ま
れ
る
可
能
性
も
高
い
の

で
お
勧
め
で
す
。今
後
の
受
験
校
選
び

の
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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